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ぃぱじめてホ末の臼恣的な村かオすとしこの殺洪ヽ互灸涅ごきみようにな lJこ；｝l

の： r郷村制 J とし て”とらえら）！しろというふうに現律さ ．＇してい た っ しかし ~ J) 

様な曰荘より も双 ）二 亜要な ことば板雑な半奴膝制的苑名今層をもって構成さ

I}してい乃 中世の蔑民 n庄志 、n楊としての 村認 l:f村殆祉公 の様．造，始株性にこ

のような 河 保 を い かな忍屑で投彰し、その付 孫 社 公 ぱ 如 屈 な み 姓娩 を も っ て

いるかといった廂選こ•あろう， 」と社会径埼史家の！―杓房いに対すゐ叙凍態

度 I}、＂よ く現互J•して いみ。 しかし我々に大李なことは中村民も拒培さ dりたよう

に中世村洛の宍妹すなわち古 At村絋と le:!肉俗的に頬．似、の ものか異佼 jうものな

も し衷吹のもの で あ 爪 IJどのように内容 的 に 昇 旗 の も の で あ る か ． な ぜ 哭

悛 ブ）もの でなけ 収 ぱい けな いJ)か ．，r中世#茄 ..J. と(,)/J吉 索にとらわ tllす又

の 宍怨について 把握する手であ ちう．旭坦淳志の労作と して 1ま米危＝郎氏「

中 世村落の様相一 附四党寺頷尼慈固営回庄 南野山頷紀辱回官省符た一..! (地

疸吟叢矛 8 巻路 1J) の他、柾めて少なく、宍態 lすほとんど頭かに さ u•し ていな

い現状で·あ~,

最 級 lこ今一つ哭涼をてしるものとし て鈴木労；太的氏の r北海溢だよ（）」を

加口、おきた ll，衷い i司鈴木教授の持論として 賠表 にあった視窟Ij9日本の衷村

)1紀局において米国のヲーパン コミュ＝テイの方向）：：：疫店し，汲村の団合町

・えぷ依存度 が夜に 大きくなると い う争で北海迫 の技．村の村公猜造か‘ア j, (J:(J 

のそれに恐もよく似て いみ との 考え から 上の 辛を追求することが’波演：))-四

ともなったぽどで• 、氏の T たより ,J. lj北油坦 内 陸 の 後 村 地 戎 に /J,汲民と朕塚、

l:fあるが内旭で，いう臼然村（ 差厄的村急となす）はない，そ して密尼第路/;):

非汲業 ノヽロか らなゐ田企町で•市釘地と喝 IかJじているものたけ である．」と北

海涸と内地の質の差在考浩）こ大きく病えて厨う；）ぼi.)":Jたして両壱 lま舷授の

携えら 1Itるように'9本質的差渓か＂あるのであろうか．村究の成立 昇庇の 新 1日と

いう「時」化考慮、に入れ更 (..:.沼{<..村丞 ・の実祀在拾封する）炉瑶のある 車を北大

放捉井上修次氏）ばかつて柄摘して店られた争を忍い 出す，（） ？タヽ 9“ 、Iみ）

不讐一六善鱈合襲オロ調査翫巴 書

斉ホ 千枝子

本喜ぱ昨風致）こ行）ナ） 1/した継、金却査のまとめヒしで発布さ ,Jしたもので＇ある ．

払 含 穿掏・母の一員とし -乙参加して:I Iる のでヽ． 紹介、を茜くにあたって 、し） さ,.

か手莉みそ）こ1J・るおそ dしか、＂あっ c1.,rと、公否な立場介らヒ退し1つふ頚：をとる

(7S) 



手 に する J

まかカー ）こ 、この本ば弓 くの朗査呉 の 捉 凪した記録をもとに絡魚さ ()lたも

ので・あり、塙祭に あ た っ -z::i.;! . 1./-つの 班 吾 にまとめたものを 焦採し た‘点に 、＼

必頑に個）y主がある車を社と めたしl•と共に同じような牲賃の振が垣様 したり

、比咬永紐 い怠ヽ -z;;l;;l *込みの出京な いものぶ＇あるという弱点、も星 ）lて未る．

このよう な 阿躍 をも 含む とはりえ ．とも か く李主の自 沿 的な褒村祁斉の発表

としてまとめ J::lポlうJした事 l:;t．飼とい つても大き な 棠張 Z::・ あり、数兎 ・f) 大’蓉

、今 匂の巧攻冴IJという呉つ 、色IfIしープが結集して一つの顔査をなしえたとし）

う茸 Iさ、今牧の繭沓 活 動 に 対 し て 、 新 し い在 IJ方｀また将糸への方向をしめ

したものといえよう →

次 v.::.、本苦 の 内 容 について書い て井 ると ．席田村 、壬凌村、上村町亀 田立村

のはプ頁 rこ ~I} し、各承位 に、木す久）虎化｀泥およな＇「支 ｀ 径洛生汚（照棠 ． 工業 、 賃 労

勁を合む ）、衣佼 1ヽ主 政治等の苺と今叶して苔か ？／ しご いる＂同し ホ曽舷）•こ迄置

をし わながら｀これから の 斗つの旭域ぱ ｀そ；j1を・IIし宍通 点、在もちながら、ま

た 累 った生活を してし）る “各杓に おけ る将漠性を強詞する為か 俎` ヵ訊厖と

いう痕目をつけて 、 国田村クて， 1打繹宍有地係苧 ，馬）lヽ依， ’滝王村 、』 で

ぱ蕊知即k：：：：：：子符ダ 4`. ,,,上松町、，の木 工製外才 ｀ シ田乏木す，，の 生活孜菩運動

｀をあ lキ▲こ＼． I ~, しかしこのような特冥設必持ちながら 本百といえば・桧

すなわち図 有株ーとい う 図題が出て禾るのて乃る分、．．，、各 村 （f)痰には勿拾の呼 、

河ら 1}、.:7)形で＇ん ）l"Cはい乃．が＇ K ，，， J::松 町 ク9 のガ I1育 滋 章菌府林につ し）ての須

fメ 固有椋の瓦史から姶まり 営林藩の ）阻格 、至営の令理i,tと 一応まとめ

てあるのでわか りやすし）．荊~にもいったように 匿複する東、でありな か＇ ら 喩 他

の須で、はふ t} して し ）な し）よ尽まで、突込 んで• あると ユ ろに ． ，，上松町，'すぐ＇↓ Jlt::. ~、

を教める芽双瓜 未 <9'

しかし ．この敏愕葛 の行っ特色 lゴ．こ のよう な祁登を単 なる 却登だけに終

ら生す）：：：：、参加者 一周の勉淫・地と している点 である ＾ 活動 の及咎と いう 翌 か＇

おのおのにあり 、 て の中で 、 天同 J) 加~ rJ) 進め方、今 — A ワークの取り方左

言命じ＇ てい る ，袋U}祖1弯の将来の在り方と し て 、哀 くの人 々ぶ手をたすさえる

根会 J)、‘増して 行 くに従し） ｀この 友省の須ば校弓の岡臨忍捉成 してく）jしていーる

＾牙庄 のなしたた一つ の社 亨とい う車と芸 Y.:.ll月日 の為 の塚向をなして朽く）＼

A)こ夫政をもた らす ものとして． ー読さ？）して似くしいと忍 う もので、ある 、・

（／クタ¢ 、-'I-．み）

(?6) 
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